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【教育講座】（依頼原稿） 

産婦人科併設歯科における禁煙支援の取り組み    

  

滝川 雅之1) 

 

【はじめに】 

 当院は、年間の出生数が約1,000人の産婦人科医院（三

宅医院、岡山市）に併設された歯科医院であり、妊娠期

からスタートする理想的な母と子そして家族の歯科疾患

予防に取り組んでいます1）。また、禁煙支援に関しても

併設する産婦人科、小児科、内科と連携して、特に妊産

婦とその家族に対する継続的な支援体制を築いていま

す。 

 タバコ（主流煙ならびに副流煙）の害を最も避けなけ

ればならない対象は、妊産婦および子ども達であり、妊

産婦に対する禁煙支援は産婦人科のみならず歯科におい

ても積極的に取り組むべき重要課題であると考えます。

本稿では歯科における妊産婦に対する禁煙支援のポイン

トについて具体的に解説します。  

 

【妊婦・胎児に対する直接喫煙の害】 

 妊婦自身の直接喫煙によって流産や早産・低体重児出

産、周産期死亡・乳児死亡などの危険性が高まることが

知られています2）。図1にあるように、タバコに含まれる

様々な有害物質が胎児・胎盤の低酸素状態や栄養障害を

引き起こし、胎盤機能の低下によって胎児の成長が妨げ

られます3）。また、妊婦自身にも早期破水や常位胎盤早

期剥離など生命にも関わる重大なトラブルの原因にもな

ります。 

 さらに、胎児期に受けた喫煙による悪影響は、出産後

にも低身長や知能発達遅延、注意欠陥多動性障害などに

つながることが報告されています4）。一方、低出生体重

児として血管や糖代謝、腎機能などが未熟なまま出産と

なった場合には、成人期に肥満や高血圧、糖尿病などの

生活習慣病に罹患するリスクが高まることが報告5）され

ており、妊婦の喫煙は胎児に対し出生前からハンデを背

負わせる“虐待行為”であるといえます。 

 しかしながら、このような喫煙の害が明らかであるに

も関わらず、ニコチンの強い依存性のため禁煙できない

妊婦も存在します。ただし、妊婦に対しては、ニコチン

パッチなどの禁煙補助薬は使用禁忌であることもあり、

喫煙が止められない妊婦を禁煙に導くのは非常に困難で

あることが少なくありません。 

 当院では産科（外来、病棟）および小児科と連携して

喫煙妊婦の禁煙支援を行っていますが（図2）、全ての喫

煙妊婦を禁煙まで導くのは非常に困難であるのが現状で

す。しかし、出産時の感動で母性が高まり、入院中の禁

煙生活を経てそのまま禁煙に成功した事例もあります。  

禁煙をするのに決して遅いということは無く、出産後の

母親の禁煙が子どもの将来へもたらす恩恵は計り知れず
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図１ 妊婦喫煙の害 
アメリカ保健省「タバコ使用と依存の治療３)」より引用改変 
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大きいです。“タバコを止めない妊婦は母親になる資格

がない”などと突き放さず、悪いのは麻薬・覚醒剤並み

に依存性の強いタバコであり、“喫煙は薬物依存症＝病

気”なのです。“タバコを憎んで人を憎まず”というス

タンスが禁煙支援の基本姿勢であり、惜しみなく、根気

強くアプローチを続ける情熱が支援者には必要といえま

す。 

 

【妊娠をきっかけに禁煙した妊婦の再喫煙防止支援】 

 妊婦に対する禁煙支援のメインとなる対象は難症例の

喫煙妊婦よりは、むしろ妊娠をきっかけに禁煙した妊婦

であるといえます。大多数の妊婦は妊娠が判明した時点

から赤ちゃんのためにきっぱりと自分の意志で禁煙しま

す。また、つわりでタバコを受けつけなくなり、自然に

禁煙することができたというケースも多いようです。 

 禁煙中の妊婦であれば、周産期死亡、胎児死亡など非

常にネガティブなタバコの害なども躊躇無く伝えること

ができます。さらに、健康に対するモチベーションも高

まっており、禁煙の情報のみならず、「妊娠性歯周炎と

早産・低体重児出産との関連6）」ならびに「う蝕細菌の

母子伝播予防7）」などの歯科情報にも熱心に耳を傾けて

くれるので、支援をしている私たちも非常にやりがいを

感じることができます。 

 しかし、出産後の気の緩みや育児ストレスから、“1本

だけなら”とタバコに手を出すと、瞬時に喫煙していた

記憶（心理的依存）がよみがえり、喫煙者に後戻りして

しまうことが多いため、出産後は特に注意が必要です。 

授乳婦が喫煙するとタバコの有害物質が母乳中にも移行

するため、乳児が嘔吐、下痢、脈拍増加となり、突然死

の危険性も高まることが知られています 4）。したがっ

て、禁煙妊婦の支援では、出産後に吸いたくなった時の

具体的な対処法について自ら考えてもらう機会を持って

もらい、適切なアドバイスを行うことが不可欠となりま

す（表1）。 

 当院では妊娠期に築いた信頼関係を基盤として、歯科

衛生士が入院中のベッドサイド歯科健診や出産後の乳幼

児歯科健診に参画し、さらに母子同時の定期健診へとつ

なげることで理想的な健康支援（禁煙支援、口腔衛生管

理、食育、育児支援など）に取り組んでいます。妊産婦

の健康支援を担うのは同性としてきめ細やかな配慮が出

来る女性歯科衛生士が適任であり、とりわけ歯科のメ

リットを生かした継続的な禁煙支援は歯科衛生士の活躍

無くしては成功しません。 

 

【パートナーや家族の喫煙による副流煙の害】 

 妊産婦の禁煙支援でさらに重要となるのが、パート

ナーや家族の喫煙者に対する禁煙支援のアプローチで

す。妊婦が非喫煙者であっても周囲の喫煙者がまき散ら

す副流煙によって、妊産婦ならびに赤ちゃんに悪影響が

もたらされます。さらに、“サードハンドスモーク”と

呼ばれる喫煙者の呼気や衣服、室内のカーペット、自動

車内のシートなどに残留した有害物質の悪影響も見逃す

ことはできません。また、家族に喫煙者がいる場合、禁

煙できていた妊産婦でも身近にタバコがあるとつい手を

出してしまい、再喫煙となる危険性が高まるため、妊産

婦の禁煙支援ではパートナーを含め家族の喫煙者全員を

禁煙支援の対象とすることが望まれます。 

 妊娠は本人のみならず家族にとっても禁煙のビッグ

チャンスとなることが少なくありません。この時期に喫

煙の害や禁煙のメリットなどの有益な情報を家族全員に

図２ 産科・小児科との連携による継続禁煙支援  

表１ 吸いたくなった時の対応策 
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伝えることが重要です。喫煙よりはるかに大切なもの

（かけがえのないパートナーと子ども、孫のため）があ

ることを喫煙者自らが気づくことが禁煙成功の鍵となり

ます。前述の胎児や乳幼児への重大な悪影響のみなら

ず、禁煙して得られる多くのメリット（健康面、美容

面、経済面など）を意識して伝えることが大切です。 

 禁煙支援の自信が無くても、禁煙外来の受診を勧める

だけでも有効な支援策となります。禁煙補助薬の使用に

よって約8割の方が禁煙に成功している事実を伝え、禁煙

は非常に辛いものでなく、思い込んでいるよりも楽に禁

煙できることを教えてあげましょう。 

  

【事 例】 

「妊娠を契機に禁煙したある妊婦に対する再喫煙防止支

援8）」 

患者：36歳女性、主婦（以下、Mさん）妊娠5ヶ月（第１

子） 

初診日：2008年10月 

主訴：妊婦歯科健診希望、右上臼歯の冷水痛 

現病歴：半年前まで他院で歯科治療を受けていました

が、右上第2小臼歯の充填物が欠けて冷水痛があるため、

通院中である産科医院に併設された当院を受診しまし

た。初診時には、「妊娠中なのでＸ線撮影と麻酔は使用

したくない」と強く希望されていました。産科の主治医

に相談し、「歯科でのＸ線撮影も麻酔も大丈夫」と言わ

れ安心し、治療を開始することになりました。 

診断：多発性う蝕、歯肉炎（図3、4） 

治療経過：妊娠中はう蝕処置を中心に治療を進めていき

ま し た。2009 年 3 月 に 無 事 出 産 し（女 児 3,150 ｇ、

37w＋5d）、2009年7月、出産4カ月後に再受診となりまし

た。 

その後、2009年10月にメインテナンスに移行するまで修

復・補綴処置、歯周基本治療、そして再喫煙防止のため

の禁煙支援を並行しながら行いました。（図5、6） 

禁煙支援：Mさんは36歳で初めての妊娠であったため、胎

児の健康には大変気をつけており、妊娠が判明したと同

時に禁煙されました。つわりのため身体がタバコを受け

つけなくなり、禁断症状に苦しむこともなくスムーズに

図３ 初診時の口腔内写真（妊娠5カ月) H20/10 

図５ 治療経過 

図６ 出産後 定期健診中の口腔内写真 

図４ パノラマレントゲン写真（妊娠5カ月) 
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禁煙できたようです。 

 初診時すでに禁煙されていましたが、喫煙関連アン

ケートでは「将来、喫煙を再開するかもしれない」の欄

に記入があったこと、またパートナーが喫煙者であった

ので、出産後の再喫煙を防止する目的で禁煙支援を行う

ことにしました。具体的には、妊娠中の歯科受診2回目と

出産直前の診察時、さらに出産後初めての診察時の計3回

について、それぞれ意思確認のための簡単なアンケート

とカウンセリング（タバコに対するその時の思いを聞

き、タバコの害について情報提供を行う）を行いまし

た。（表2） 

 出産前のMさんと話していると、お腹の赤ちゃんのこと

をとても大切に考えていることがよく伝わってきまし

た。「今はタバコを吸いたいと思わないし、出産後に喫

煙を再開することで子どもに悪影響を与えるなら、これ

から先も子どものために吸わない」と断言されました。 

 出産後（産褥期）はホルモンバランスの急激な変化に

よって、マタニティブルーズなど心身の不調が出現しや

すい時期です。家庭環境も赤ちゃん中心の生活に大きく

変化します。ごパートナーや周囲のサポートが十分にあ

る場合は良いのですが、育児によるストレスや孤独感か

ら、“１本だけなら”とタバコを吸ってしまい、再喫煙

となる方が非常に多いようです。 

 Mさんの場合、パートナーが喫煙者であるためタバコの

煙やニオイで吸いたく思ってしまったり、タバコが身近

にあるとつい手に取ってしまったりする危険性が高い状

況にありました。そこで、吸いたくなった時の具体的な

防止策をアドバイスし、赤ちゃんへの受動喫煙や授乳中

の喫煙の害などの情報提供を行いました。また、禁煙の

ことだけではなく、子育ての頑張りをいたわりながら、

日常的な明るい話題で会話が弾むように意識的に声をか

けていくようにしました。 

 Mさんは「喫煙者であるパートナーも禁煙をしてほし

い」と強く思われていたので、タバコが子どもに与える

悪影響などをまとめたパンフレットを手渡し、夫婦でタ

バコについて考える時間をつくってもらうようにお願い

しました。パートナーは子どもが産まれたばかりの頃は

タバコがやめられず、ベランダでタバコを吸い、手を

洗ってから部屋に入るようしていたとのことでした。 

 歯科受診の際にはタバコの害についてのパンフレット

や地域の禁煙外来のある病院の一覧表なども印刷して手

渡し、夫婦でタバコについて何度でも考えてもらうきっ

かけとしてもらいました。その後、子どもが1歳を過ぎ、

歩いたり、話したりし始めると可愛いくて仕方ないとの

ことで、｢タバコを吸った後に手を洗う時間がもったいな

い」とパートナーは思うようになり、そして何より「子

どもにタバコの害を与えたくない」という理由から自分

の意志で見事に禁煙されました。 

 本症例は当院で行っている妊婦とパートナーに対する

禁煙支援の理想的な姿であるといえます。これからも子

どもとの同時の定期健診を利用して、楽しくコミュニ

ケーションをとりながら支援を続けたいと思います。 

 

【まとめ】 

 禁煙支援には喫煙者を禁煙に導く支援に加え、再喫煙

を防止する支援を継続して行うことが極めて重要です。

歯科は治療後にも定期健診のシステムが確立しており、

継続した禁煙支援を行うのには最適な診療科であるとい

えます。 

 特に歯科医師や歯科衛生士の皆さまが禁煙支援に取り

組んでみようと思われるのなら、最初から話さえ聞いて

くれない無関心期の困難症例患者を対象とするのではな

く、まずは禁煙した妊婦の再喫煙防止の禁煙支援からア

プローチすることをお勧めします。禁煙支援の楽しさを

まず経験して、更に知識とスキルを磨こうとモチベー

ションが上がること間違いなしです。そして、様々な成

功ならびに失敗体験を積むことで困難症例にも心の余裕

を持って対応ができるようになっていきます。 

 これらの経験は禁煙支援のみならず口腔衛生指導での

声かけやコーチング能力、コミュニケーション能力の向

表２ 喫煙歴とアンケートの回答 
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上にもつながります。妊娠期からスタートして、母と子

そして家族全員の健康支援が生涯にわたりできるやりが

いと喜びは何物にも変えられません。生まれくるこども

達にタバコの害のない未来をプレゼントするために、妊

産婦の禁煙支援にぜひ積極的に取り組んでいただけたら

幸いです。 
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KKE292 

「身内からの禁煙支援は身内の視点により内容が 

プラスにもマイナスにも変わる：RCT 」 

Michelle R vanDellen等、Psychol Health. 2017 Feb;32(2):221-233. PMID: 27830950 

 

→自然に生じる支援は禁煙の成功と関連することが知られており、恋人や友人、家族から支援を受ける人は禁

煙しやすい。 

→支援を増やすと成功しやすいかを調べる介入研究が行われてきたが、介入群でうまく支援が増やせずに失敗

しており、禁煙ガイドラインの推奨項目から社会的支援は除かれている。 

→支援が禁煙の成功を後押しするとも考えられるが、一方で逆の視点、禁煙しそうに見える人は身近な人から

支援を受けやすい、ということについては調べられたことがない。 

→クサいと小言を言ったり、相手を疑ったりするネガティブな支援は禁煙の失敗と関連する。 

→夕食の帰路に吸いたくなっても我慢できた相手を褒めたり、相手への信頼を伝えるようなポジティブな支援

は、禁煙の成功と関連する。 

→経験されるポジティブな支援とネガティブな支援の比率が、禁煙の成否と関連すると報告されている。 

→相互依存の強い間柄ではとくに、相手の行動を変化させるような働きかけは葛藤を生じやすく、いじけてし

まったり、逆ギレしたりすることがあり、ネガティブな支援ではそうなりやすい。 

→禁煙を頑張る姿を見るとポジティブな支援が増えるかもしれないし、その逆だとネガティブな支援が増える

かもしれない。 

→今回、禁煙しようとしているときの行動が、身近な人からの支援に影響を及ぼすか調べた。 

→週に10本以上吸う喫煙者をパートナーに持つ米国人をネットで募集し、131人が対象となった。 

→77人が女性で、平均年齢34.3歳、90%が白人、平均年収4万5千ドル、65%が自分も喫煙者であった。 

→対象者は、成功群、失敗群、対照群、の3群に無作為に二重盲検で分けられた。 

→成功群では、パートナーがタバコを吸いたくても吸わずにいられた姿を見たときに、39-146語でその様子を

記載した。 

→失敗群では、パートナーがタバコに抗いながらも吸ってしまった姿を見たときに、その様子を記載した。 

→対照群では、記載は何も行わなかった。 

→次に、パートナーの禁煙への取り組みについて、頑張ると思うかどうか、やり抜くと思うかどうか、5段階評

 

さいたま市立病院 舘野博喜 

Email:Hrk06tateno@aol.com 

 
 本シリーズでは、最近の禁煙科学に関する医学情報を要約して紹介しています。医学論文や学会発表等から有用と思われたものを、あくま

で私的ではありますが選別し、医療専門職以外の方々にも読みやすい形で提供することを目的としています。より詳細な内容につきまして

は、併記の原著等をご参照ください。 

 目  次 

KKE292「身内からの禁煙支援は身内の視点により内容がプラスにもマイナスにも変わる：RCT」 



禁煙科学 15巻(2021)-01-P7 

 

 価で尋ねて数値化した。 

→そして、パートナーが禁煙しようとしたときに、自分がどんな行動をとろうと思うか、パートナー相互関係

質問表（PIQ）を用いて尋ねた。 

→PIQには、ポジティブな支援（褒める、信頼感を示すなど）と、ネガティブな支援（非難する、禁煙できなそ

うだと疑う）が、20項目含まれる。 

→さらに、パートナーの禁煙を支援する意欲について、7つの質問項目で調べた（パートナーの前では吸わない

ようにする、自分も禁煙を始めてみる、家の中を禁煙にする、パートナーが禁煙でイライラしても我慢する、

など）。 

→群分けがPIQ値や支援意欲に及ぼす効果を各種分散分析で解析し、パートナーの取り組む姿が群分けによる支

援の違いに及ぼす影響を媒介分析で解析した。 

→パートナーが失敗したことを記録した失敗群は、ネガティブな支援を提供すると思うとPIQで答えた割合が、

成功群や対照群より有意に高く、ポジティブ支援/ネガティブ支援の比率が有意に低かった。 

→禁煙支援の意欲については、成功群は失敗群より低い傾向にあったが有意ではなかった。 

→パートナーの禁煙への取り組みについては、失敗を記載した失敗群のほうが成功群より、パートナーへの評

価が低かった。 

→媒介分析からは、パートナーが喫煙欲求に負けると、禁煙に取り組んでいないと感じ、ネガティブな支援を

行おうとすることが示された。 

→身近なパートナーからの禁煙支援は、パートナーの視点により内容が左右される。 

 

＜選者コメント＞ 

 禁煙にチャレンジしている人の一時的な成功や失敗の姿が、身近な人からの支援内容を左右する影響につい

て調べた珍しい研究です（＝KKE191c）。 

 喫煙者をパートナーに持つ人を対象に、3群に分けて実験が行われました。パートナーが禁煙を頑張っている

姿を記録する群、禁煙に失敗しているところを記録する群、なにも記録しない群、に分けると、失敗する姿だ

けを記録した群ではネガティブな支援内容が多くなっていました。 

またパートナーの禁煙への取り組みも低評価になっており、ネガティブな支援につながっていました。 

 家族など身近な支援者が、小言や非難、不信感などのネガティブな支援態度をとると、禁煙遂行に逆効果で

あることはよく経験され、禁煙外来でも必要時にはご家族だけ別途お話することもあります。その際には、失

敗したりイライラしたりして、ダメに見えることもあるかもしれませんが、ポジティブなフィードバックを是

非にとお願いするわけですが、そんな身近な支援者の「視点」の重要性を科学的に示した報告と言えます。 

 オンラインで全文を読めるようになるまで1年半かかる雑誌であったため、発表からずっと積ん読になってい

ましたが、気になっていた研究でしたので、大変遅ればせながらご報告させていただきます。 

 本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

＜高橋裕子先生からのコメント＞ 

 禁煙を応援するような働きかけを家族がおこなうと禁煙にチャレンジする人は頑張るし、「どうせダメなん

だから」「吸ってないといって本当はどこかで吸ってるんでしょ」といったマイナスの言葉かけを家族がする

と禁煙はくじけやすい・・・というのは臨床現場で普通に見られる事象ですが、こういったありふれた事象を

科学的に検証することの困難さを見る気がします。 

 研究方法はかなりユニークというか、工夫がなされています。そして結果は平たく言うと、禁煙を頑張って

いる姿を家族が記録すると、記録した家族からは禁煙を応援する方向の働きかけが多かった、逆に、吸ってし
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まった姿を家族が記録すると、その家族からはマイナス方向の働きかけが多かった、ということです。 

 これはとても希望のもてることです。今までは禁煙外来でご家族に「応援してあげてください、ほめてあげ

てください」と伝えていましたが、もっと具体的に「禁煙に頑張っている姿を文字で記録してください」と伝

えることが有効かもしれないという結果だからです。 

 家族を褒めるという行為は、心理的な葛藤を引き起こす可能性があります。とくに、今まで受動喫煙でさん

ざん苦しめられてきた、とか、禁煙というと暴言を浴びせられたといったマイナスの思い出が積み重なってい

る場合には、褒めることが困難になります。しかし「頑張っている姿を文字で記録する」という行為は心理的

な葛藤を引き起こさずに実施することができます。そしてそれだけで、家族からポジテイブな応援を引き出す

ことができるなら・・・もちろんこの論文ではそこまではいうことはできませんが。 
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KKE292bj「EU離脱が英国のタバコ規制に与える影響についての考察」 

 J Robert Branston等、Int J Drug Policy. 2020 Dec 2;103044. PMID: 33279366 

KKE292bk「2014年ミシガン州フリントでの上水路改悪のストレスで妊婦喫煙率が10%増えた」 

 Shooshan Danagoulian等、Health Econ. 2020 Dec 22. PMID: 33351261 

KKE292bl「農家がタバコ生産を続けるかは教育や情報へのアクセスに左右されタバコ企業との不平等関係が元

にある：インドネシア」 

Gumilang Aryo Sahadewo等、Int J Environ Res Public Health. 2020 Dec 15;17(24):9416. PMID: 

33334032 

KKE292bm「手綱・脚間核のα3*ニコチン受容体がニコチン摂取に関与している（ネズミの実験）」 

 Karim S Elayouby等、J Neurosci. 2020 Dec 23;JN-RM-0127-19. PMID: 33380469 

KKE292bn「加熱式タバコ8本を自殺目的に誤飲した59歳男性を胃洗浄にて救命し た一例：日本」 

 Tetsuya Yumoto等、J Am Coll Emerg Physicians Open. 2020 Oct 6;1(6):1709-1711. PMID: 33392579 

KKE292bo「IQOS煙急性曝露により肺胞洗浄液の炎症マーカーが上昇する（ネズミの実験）」 

 Tariq A Bhat等、Nicotine Tob Res. 2020 Dec 21;ntaa267. PMID: 33346355 

KKE292bp「PloomTECH抽出液は紙巻タバコより細胞毒性が少ない（細胞実験）： 日本」 

 Naoko Hattori等、Biochem Biophys Rep. 2020 Nov 21;24:100865. PMID: 33294641 
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【週刊タバコの正体】 

   2021年01月    和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.48 

(No.652) 第1話 コロナに負けないために 

－コロナ禍。免疫力を保つためにもタバコも「不要・不急」... 

 ２０２１年（令和３年）を迎えました。新しい年の始まりですが、皆さん

にとっては１年の締めくくりとなる３学期のスタートです。気持ちを切り替

えて進級や卒業に向けてしっかり頑張って欲しいところですが、世間は新型

コロナウイルスの流行が始まって１年近くたっても、今なお感染者が増える

一方です。この状況では、少なくとも私たち一人一人が注意深く感染予防対

策をとりながら生活しなければならない事も意識してもらいたいと思いま

す。 

 このウイルスに感染すると発熱、咳、味覚・嗅覚障害などの症状が現れ軽

症者と重症者にわかれるそうです。そして感染しても無症状の場合もあるの

で注意しなければなりません。症状のある人の約８割が軽症で、自宅療養で

快復するそうです。しかし一方で重症化し死亡する人は毎日３０人を超えて

いる状況です。 

 そこで、左図を見て下さい。重症化しやすいとされる人の特徴を示してい

ます。高齢者や持病のある人などの他に喫煙者も含まれていますよね。 

  私たちには自然界にあるウイルスや細菌に負けないよう免疫力が備わって

いますが、その力が弱ると重症化しやすいと考えられます。その免疫力を低

下させる原因には左図のようなものがあり、喫煙もその一つなのです。 コ

ロナに負けないためにもタバコは不要です。   

(No.653) 第2話 飛沫感染防止 

－今回はタバコではなくコロナの感染拡大防止の注意喚起... 

 新型コロナウイルスの感染拡大がおさまりません。東京や大阪周辺の都道

府県には緊急事態宣言が出され、身近なところでも感染者が発生するように

なってきましたので、タバコではなくコロナの話をします。目に見えないウ

イルスの感染経路は上図にあるように空気感染、飛沫感染、接触感染だとさ

れています。 

  会話、せき、くしゃみによる飛沫感染を防ぐために必要な距離（ソーシャ

ルディスタンス）を確保した生活をしなければなりませんが、空気が乾燥す

る冬場は、飛沫が漂いやすくなるので、一層注意が必要です。 

  皆さん、通常の日常生活を守るために、くれぐれも油断しないように気を

つけて下さい。  

(No.654) 第3話 IQOSは灰がでない 

－加熱式も人体に有害なタバコ... 

 「紙巻たばこは灰が出る」しかし、「ＩＱＯＳは灰がでない」だから灰皿

や床の掃除がラクになる。「紙巻たばこはあなたを臭くする」しかし、「Ｉ

ＱＯＳはあなたを臭くしにくい」だから家族に迷惑をかけにくい。最近、こ

んな広告が新聞に連続して掲載されていました。ＩＱＯＳ（アイコス）とは

火を使わない加熱式タバコの商品名です。「火で燃やさないので灰や煙やニ

オイも気にすることなく使用できますよ」と宣伝しています。確かに喫煙者

にとっては魅力的な商品なので、近年加熱式タバコの利用者は増加し... 

URL:https://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_index.html 

 ※週刊タバコの正体は日本禁煙科学会のＨＰでご覧下さい。 

 ※一話ごとにpdfファイルで閲覧・ダウンロードが可能です。 

 ※ＨＰへのアクセスには右のＱＲコードが利用できます。 

毎週火曜日発行 
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【報告】    

【第２７２回 全国禁煙アドバイザー育成講習会 in 岡山・web開催】 

 

◆開催日：(1)２０２１年１月３１日（日）ライブ１０：００−１５：００ 

(2)２０２１年２月２日（木）録画放映１７：３０−２２：００ 

(3)２０２１年２月６日（土）録画放映 ９：００−１３：３０ 

◆主 催：日本禁煙科学会、禁煙マラソン、禁煙健康ネット岡山(KK岡山)  

◆後 援：健康日本２１推進全国連絡協議会  

  

【主たるプログラム】 

「ウイズコロナ時代を迎えて：禁煙支援の最新情報」                        日本禁煙科学会  高橋 裕子 

「第16回日本禁煙科学会学術総会予告+第15回学術総会報告」     川崎医科大学 心臓血管外科  柚木 靖弘 

「事例から学ぶ妊産婦に対する禁煙支援のポイント」          医療法人緑風会 三宅ハロー歯科  滝川 雅之 

「術前禁煙外来」                                             川崎医科大学 心臓血管外科  柚木 靖弘 

「薬剤師による禁煙支援」 

1.禁煙治療と薬理学 

2.声掛けアプローチの実際                                      株式会社富永調剤薬局  中力 清志 



禁煙科学 15巻(2021)-01 

 

  
 編集委員会 

編集委員長 中山健夫 

編集委員  野田隆 東山明子 高橋裕子   

       

日本禁煙科学会  

学会誌 禁煙科学 第１５巻 （０１） 

２０２１年（令和３年）１月発行 

ＵＲＬ： https://www.jascs.jp/ 

事務局：〒630-8113 奈良県奈良市法蓮町 948-4 

   めぐみクリニック（未成年者禁煙支援センター）内 

Ｅ－ｍａｉｌ：  

日本禁煙科学会ＨＰ 

URL:https://www.jascs.jp/ 

  ※日本禁煙科学会ホームページのアドレスです。 

  ※スマホ等でのアクセスは、右のQRコードをご利用下さい。 

ふえる笑顔 禁煙ロゴ 

 筋肉の疾患で体の不自由な浦上秀樹さん（埼玉県

在住）が、口に筆を取って書いてくださった書画で

す。「けんこうなしゃかい ふえるえがお」でとい

う文字を使って『禁煙』をかたどっています。 

 

 

  ※拡大画像は日本禁煙科学会ホームページでご覧頂けます。 

  ※スマホ等でのアクセスは、右のQRコードをご利用下さい。 

      URL：https://www.jascs.jp/gif/egao_logo_l.jpg 


